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　標記の大会を下記のとおり開催いたします。会員各位
の研究発表、および大会への参加をお待ちしています。

■開催日程
平成２３年６月１１日（土）

■開催場所
東京農業大学世田谷キャンパス

（東京都世田谷区桜丘１－１－１）
１８号館１階　１８１１演習室

■大会スケジュール
６月１１日（土）：総会 + 研究発表会
９：００　受付

９：３０　開会
９：４０　研究発表会（午前の部）

１２：００～１３：３０　昼食休憩
（※理事については理事会への参加を願います）

１３：３０～１４：００　総会
１４：００～１６：３０　研究発表会（午後の部）
１６：３０　閉会

※研究発表の応募件数によって、スケジュールは変更の
可能性があります。あらかじめご了承ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

平成２３年４月１日
　　日本庭園学会　会員　各位

日本庭園学会平成２３年度全国大会の開催について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日 本 庭 園 学 会
会長　藤井　英二郎

拝啓
　平素は、本学会の活動にご協力・ご配慮いただきまして、まことにありがとうございます。このたび、東北関東大
震災の発生により被災された会員のみなさま、また被災地にお住まいの方々には、心よりお見舞い申し上げます。会
員の皆さまをはじめ、ご関係の皆さまがご無事でおられますことを心よりお祈り申し上げます。
　さて、本会では、例年、春季において２日間の全国大会を開催しております。今年度におきましても、平成２３年
６月上旬の２日間で、全国大会の開催を検討し、各種準備をすすめているところでありました。しかし、大震災と福
島原発での放射性物質漏れ事故等により、東北および関東各県に甚大な被害が発生し、首都圏においても交通網並び
に電力事情の悪化など、社会的混乱は極めて大規模なものとなっております。
　本会では、このような状況を総合的に判断し、平成２３年度の全国大会につきまして、シンポジウムと情報交換会
等を中止し、極力、簡素化・規模縮小のうえ、別紙のように、１日間で開催をおこなうことといたしました。
本会の皆さまには、諸般の事情をご勘案いただき、このたびの決定につきまして、何卒ご理解をいただくとともに、
ご容赦賜りたくお願い申し上げます。

敬具

平成２3 年度　全国大会　予定
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　平成２３年度の研究発表会で研究発表を申し込む方
は、下記の要領でお願いいたします。
　発表時間は、ひとりあたり３０分とし、発表２５分、
質疑応答５分を予定しています。また、発表形式は、
原則的にパワーポイントなどによるＰＣでのスライド
ショーといたします。それ以外の方法で発表をおこなう
ことを希望する場合は、下記のお問い合わせ先まで、ご
連絡ください。
　なお、応募件数によって、発表時間が変更される可能
性もありますので、あらかじめご了承ください。

■発表申込み期限：平成２３年４月２４日（日）

■申込み方法 
　発表者氏名・所属・題名・住所・電話番号・電子メー
ルアドレスを明記し、発表概要（２００字程度）を、添
付のうえ下記の「発表の申込み先」までお送りください。
原則的にはＥメールとしますが、郵送もしくはＦＡＸで
もかまいません。

■発表要旨提出期限：平成２３年５月６日（金）（本文
版下原稿の郵送期限）

（電子メールでの送付の場合は、当日１７：００までと
します）

■執筆要領
　全発表者分を研究発表要旨集として印刷し、当日参加
者に配布します。原稿はそのまま要旨集の版下とします。
そのため、ワープロを使用しての作成をお願いします。
分量は、Ａ４判で２ページもしくは４ページ、６ページ
とします（奇数ページでの原稿は、受け付けませんので
ご注意ください）。
　体裁は学会ホームページの「日本庭園学会平成２３年
度全国大会の開催について」に掲載されたフォーマット

（Microsoft Word データ）を利用するか、学会誌をご
参考下さい。

■お問い合わせ先・発表の申込み先・発表要旨の提出先 
〒１５６－８５０２　東京都世田谷区桜丘１－１－１
東京農業大学　地域環境科学部　造園科学科
粟野隆／日本庭園学会平成２３年度全国大会実行委員長
電話 　　０３－５４７７－２４２８
ＦＡＸ 　０３－５４７７－２６２５
電子メール t3awano@nodai.ac.jp

 

 

 

 

研究発表会　発表者の募集

■ 渋谷駅下車 ( 渋谷駅西口）

・バス＜渋谷駅～農大前＞…約 30 分

小田急バス 成城学園前駅西口行…( 渋 24)

　　          調布駅南口行…( 渋 26)

東急バス　成城学園前駅西口行…( 渋 24)　

　            祖師ヶ谷大蔵駅行…( 渋 23)

■ 経堂駅下車　南へ徒歩 15 分

■ 千歳船橋駅下車 南へ徒歩 15 分

・バス＜千歳船橋駅～農大前＞…約 5 分

　渋谷駅行…( 渋 23)　用賀駅行…（用 01）

　等々力操車所行…( 等 11)

■ 用賀駅下車　徒歩 20 分

・バス＜用賀～農大前＞…約 10 分

　世田谷区民会館行…（園 02）

　祖師ヶ谷大蔵駅行…（用 01）
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■学会ニュースへの投稿や、本誌「学会ニュース」やホー
ムページ作成に興味があるという方は、下記宛に郵送ま
たは FAXにてご連絡頂けますよう、よろしく願います。

〒 606-8271 京都市左京区北白川瓜生山 2-116
 京都造形芸術大学日本庭園研究センター気付
 日本庭園学会　広報委員会「学会ニュース」係　

  FAX(075)791-9342

日本庭園学会広報委員会
〒 606-8271 京都市左京区北白川瓜生山 2-116

 京都造形芸術大学日本庭園研究センター気付　

日本庭園学会関西支部事務局　FAX(075)791-9342

　編集長／仲 隆裕　編集・写真・構成／今江 秀史

　協力／粟野隆

■編集後記
　3 月 11 日に発生した未曽有の大地震は甚大な被害を
もたらし、今なお余震が続いています。犠牲になられた
方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、被災者の
方々にお見舞いを申し上げます▼ 6 月に開催予定の全
国大会は、ご案内の通り規模を縮小して開催する運びと
なりました。不安の続く時期ですが、本学会としても今、
どのような活動を行うべきかを問いつつ、前進していき
たいものです▼地震、津波等によって各地で名勝地も被
害を受けています。文化財庭園に関しては文化庁などの
ホームページで状況が報告されています。学会活動にお
いて取り組むべき事柄は数多くあるでしょう。被害状況
や復興支援への呼び掛けは、総務委員会または下記広報
委員会へお寄せください。（Ｔ．Ｎ）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

表紙の写真 
【国指定名勝　杉本氏庭園】

会費納入のお願い

　学会ホームページに
「庭園関係書籍概覧」を追加

　学会のホームページに新しく「庭園関係書籍概覧」を
追加したのでご利用下さい。アクセスは、まず日本庭園
学会のホームページ表紙上部の選択ボタン「資料室」を
クリックします。すると画面が切り替わって最上部表示
される「庭園関係書籍概覧」をクリックすれば、一覧が
表示されます。データは、PDF 版と Microsoft Word 版
が用意されています。
　この概覧は、当会所属の菅沼裕氏が作成されたもので
す。国会図書館総合目録ネットワーク（東京都立図書館、
京都府立図書館、京都府立総合資料館含む）を中心に、
国立情報学研究所提供の「Webcat Plus」や「日本庭園
学会学会ニュース」などに基づいて編集され、若干の補
足が行われています。便宜上、雑誌・洋書は省略しまし
た。現在、ホームページに形成された内容は、2007 年
６月に作成され、2010 年６月に補正されたものです。
　なお、叢書類については、庭園に関係すると思われる
書籍のみを表示し、全冊の検索は行っていません。また、
表示内容から同一の書籍と確認ができなかったものは、
別々に表示されています。

□

　平成 23 年度の会費納入のお願いを全会員に送付して
おります。納入額をご確認のうえ、納入のほどよろしく
お願いします。また、過年度滞納の方は併せて納入頂け
ますよう願います。　　　　　　　　　　　　　　　

□

　国の名勝に指定された初の京町家の庭。住まいのほぼ
全域を名勝指定範囲とし、建物が重要文化財に指定され
た結果、町家の住まい全域が文化財として保護されるこ
とになった。
　京町家には、様々な機能をもった小庭が分散配置され
ており、それらと建物が相互依存関係を形成することに
よって、住人の生活様式及び利用形態に貢献している。
杉本氏庭園もその例に漏れず、「座敷庭」や「仏間庭」
といった鑑賞を意図する庭だけではなく、「通り庭」や「洗
い庭」等といった生活に深く根付いた庭が存在しする。
それらが包括的に指定された意義は高いと考えられる。


